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今
年
開
か
れ
る
、５
年
に
１
度
の
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会（
党

大
会
）
＝
１
。
８
月
末
に
な
っ
て
開
幕
日
は
10
月
18
日
と
発
表
さ
れ

た
。
先
例
に
従
え
ば
会
期
は
24
日
ま
で
の
１
週
間
。
大
方
の
予
想
よ

り
も
時
期
が
早
か
っ
た
の
は
、
習
近
平
氏
の
求
心
力
強
化
に
よ
り
、

も
め
事
が
少
な
い
せ
い
だ
と
い
う
の
が
も
っ
ぱ
ら
の
う
わ
さ
だ
。

大
会
で
は
、
習
氏
が
冒
頭
に
中
央
委
員
会
を
代
表
し
て
報
告
を
行

う
。
大
会
代
表
た
ち
は
そ
れ
を
審
議
、
承
認
し
、
任
期
５
年
の
中
央

委
員
及
び
中
央
規
律
検
査
委
員
を
選
出
す
る
。
恐
ら
く
は
党
規
約
の

改
正
も
議
題
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
過
去
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
閉
幕

日
の
翌
日
に
開
か
れ
る
中
央
委
員
会
の
第
１
回
総
会
で
、
中
央
政
治

局
や
そ
の
常
務
委
員
会
、
中
央
軍
事
委
員
会
な
ど
第
２
期
習
近
平
政

権
の
主
要
人
事
が
決
定
さ
れ
る
。

党
主
席
制
度
の
復
活
も
く
ろ
む

焦
点
は
、
何
と
言
っ
て
も
習
氏
へ
の
権
威
と
権
力
の
集
中
だ
。
５

年
前
の
総
書
記
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
就
任
以
来
、
革
命
元
勲
の

血
を
引
く
共
産
党
一
党
支
配
体
制
の
「
創
業
家
」
第
２
世
代
と
し
て
、

習
氏
は
、
王
岐
山
・
中
央
規
律
検
査
委
員
会
書
記
と
と
も
に
、
命
を

賭
し
て
反
腐
敗
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

た
だ
、
昨
年
前
半
は
習
氏
の
権
威
と
権
力
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

毛
沢
東
時
代
に
回
帰
か

高た
か
は
ら原　
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き
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京
大
大
学
院
教
授
）
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習
思
想
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で
権
力
集
中
へ
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も
目
立
っ
た
。
国
内
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
習
近
平
同
志
の
辞
職
」

を
勧
告
す
る
公
開
状
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
中

国
政
治
は
激
動
期
に
入
っ
た
」
と
い
う
の
が
当
時
の
、
事
情
に
通
じ

た
中
国
人
の
印
象
だ
っ
た
。

し
か
し
、
夏
の
到
来
と
と
も
に
習
氏
は
ラ
イ
バ
ル
た
ち
を
圧
倒
し

た
。
避
暑
地
・
北
戴
河
で
の
会
議
で
は
「
党
主
席
制
＝
２
＝
の
復
活
」

を
す
で
に
議
題
に
し
て
、
一
部
長
老
の
支
持
を
得
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
に
続
き
、
春
の
記
者
会
見
で
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
す
ぐ

に
認
め
な
か
っ
た
張
春
賢
・
政
治
局
委
員
を
新
疆
の
党
委
員
会
書
記

の
座
か
ら
解
任
し
た
。
昨
夏
以
来
の
地
方
人
事
で
登
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
習
氏
が
か
つ
て
福
建
省
、
浙
江
省
、
上
海
で
使
っ
て
い
た
部

下
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
習
氏
は
、
秋
の
中
央
委
員
会
総
会

で
つ
い
に
「
党
中
央
の
核
心
」
の
地
位
を
得
た
。

そ
れ
以
降
、
習
氏
の
権
威
を
高
め
る
宣
伝
や
演
出
は
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
７
月
、
党
の
刊
行
物
に
登
場
し
た
の
が
「
習
近

平
思
想
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
党
規
約
を
改
正
し
、
そ

れ
を
党
の
行
動
指
針
に
加
え
る
も
く
ろ
み
だ
と
思
わ
れ
る
。

党
の
行
動
指
針
、
す
な
わ
ち
正
統
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
長
い
間
、
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
の
二
つ
だ
っ
た
。
そ
こ
に

ト
ウ
小
平
理
論
が
加
え
ら
れ
て
市
場
経
済
化
を
正
統
化
し
た
の
は

１
９
９
７
年
、
ト
ウ
小
平
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
江
沢

民
元
国
家
主
席
、
そ
し
て
胡
錦
濤
前
国
家
主
席
が
総
書
記
の
座
を
辞

し
た
党
大
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
唱
え
た
「
三
つ
の
代
表
」
重
要
思
想

ＢＲＩＣＳ首脳会議の関連会合で演説する中国の習近平国家主席。中国メディア
は10月の共産党大会に向け「大国外交」の成果を演出した＝５日、ＡＰ
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と
科
学
的
発
展
観
が
リ
ス
ト
に
加

え
ら
れ
た
。今
回
、現
役
の
党
ト
ッ

プ
の
名
前
が
付
く
思
想
が
行
動
指

針
と
な
る
の
は
、
毛
沢
東
以
来
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
。
一
つ
は
、
習
氏
が
毛
沢

東
に
並
ぶ
存
在
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
。
文
化
大
革
命
を
も
た
ら
し

た
個
人
崇
拝
や
権
力
独
占
を
反
省

し
、
ト
ウ
小
平
ら
は
党
主
席
制
を

廃
止
し
て
政
治
局
常
務
委
員
が
分

業
体
制
を
敷
く
集
団
指
導
制
を
導

入
し
た
。
鶴
の
一
声
を
排
し
、
一

党
支
配
の
枠
内
で
政
治
の
民
主
化

と
制
度
化
を
進
め
よ
う
と
し
た
の

だ
が
、今
は
逆
流
が
起
き
て
い
る
。

い
わ
ば
ポ
ス
ト
毛
沢
東
時
代
が
終

わ
り
、
中
国
政
治
は
先
祖
返
り
す

る
こ
と
に
な
る
。

今
回
は
、
習
氏
の
後
継
者
は
現

れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
パ

タ
ー
ン
で
言
え
ば
、
総
書
記
は
２

期
10
年
務
め
、
第
２
期
が
始
ま
る
中
間
時
点
で
自
分
よ
り
10
歳
ほ
ど

若
い
指
導
者
を
政
治
局
常
務
委
員
会
に
入
れ
る
。
権
力
継
承
の
制
度

化
が
不
完
全
な
共
産
党
体
制
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
や
り
方
に

よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
世
代
交
代
の
実
現
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
誰
が
ど
う
見
て
も
５
年
後
の
２
０
２
２
年
に
習
氏
が
権

力
の
座
を
去
る
気
配
は
な
い
。
も
し
、
こ
れ
か
ら
10
年
後
に
権
力
継

承
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
指
導
者
は
現
在
40
代
半
ば
以
下

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

習
氏
が
権
力
集
中
に
成
功
す
る
原
因
の
一
つ
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

で
な
け
れ
ば
、
蔓ま
ん
え
ん延
し
た
腐
敗
な
ど
の
課
題
を
解
決
で
き
な
い
と
多

く
の
幹
部
が
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
、
一
人
の
人
間
に
大

き
な
権
力
を
持
た
せ
る
問
題
点
も
み
な
承
知
し
て
い
る
。
人
事
の
偏

り
な
ど
の
不
公
正
は
避
け
ら
れ
ず
、
迅
速
か
つ
的
確
な
状
況
判
断
と

意
思
決
定
は
期
待
で
き
な
い
。

北
朝
鮮
対
応
が
外
交
の
試
金
石

権
力
を
掌
握
し
た
習
氏
が
何
を
す
る
の
か
、
過
去
５
年
間
の
実
績

を
見
て
も
今
一
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
社
会
の
全
面
改
革
を
唱
え
つ

つ
言
論
統
制
を
強
化
し
て
き
た
結
果
、
中
国
社
会
が
い
ず
こ
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
、
人
々
は
方
向
感
覚
を
失
っ
て
い
る
。
ま
た
、
格

差
の
拡
大
や
学
生
の
就
職
難
な
ど
が
解
決
さ
れ
ず
、
社
会
の
イ
ラ
イ

ラ
は
募
る
ば
か
り
だ
。

外
交
に
つ
い
て
は
世
界
第
２
の
大
国
だ
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
、
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■
こ
と
ば

◇
１　

中
国
共
産
党
大
会

　
　

中
国
共
産
党
の
最
重
要
事
項
を
審
議
す
る
会
議
。
５
年
に
１
度

開
か
れ
、
党
規
約
の
改
正
や
長
期
的
な
政
策
方
針
を
決
め
、
中

央
委
員
な
ど
を
選
出
す
る
。
今
年
10
月
18
日
か
ら
の
第
19
回
党

大
会
に
は
、
約
９
０
０
０
万
人
の
党
員
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
約

２
０
０
０
人
が
出
席
す
る
予
定
だ
。
２
期
目
に
入
る
習
近
平
氏

へ
の
権
力
集
中
が
進
む
と
み
ら
れ
て
い
る
。

◇
２　

党
主
席
制

　
　

党
主
席
は
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
最
高
指
導
者
ポ
ス
ト
。
正
式

名
称
は
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
主
席
」。
１
９
４
５
年
の
第

７
回
党
大
会
で
設
置
さ
れ
、
中
国
建
国
の
父
と
さ
れ
る
初
代
の

毛
沢
東
が
76
年
に
死
去
す
る
ま
で
務
め
た
。
だ
が
、
毛
沢
東
へ

の
過
度
の
権
力
集
中
が
文
化
大
革
命
な
ど
の
混
乱
を
招
い
た
と

の
反
省
か
ら
82
年
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
主
に
総
書
記
と
政

治
局
常
務
委
員
に
よ
る
集
団
指
導
制
が
取
ら
れ
て
き
た
。

強
気
の
姿
勢
を
さ
ら
に
強
め
る
可
能
性
が
高
い
。
国
威
発
揚
の
た

め
、
内
外
に
向
け
て
対
外
政
策
の
成
果
を
自
画
自
賛
す
る
こ
と
も

止
め
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
米
国
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
近
隣
諸
国
と
の
関
係

を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
心
の
交
流
を
深
め
ら
れ
れ
ば
よ

い
が
、
自
分
を
頂
点
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
築
こ
う
と
す
る
の

な
ら
ば
誰
も
つ
い
て
こ
な
い
。

現
在
、
地
域
外
交
の
焦
点
は
北
朝
鮮
だ
。
放
っ
て
お
け
ば
、
東

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
は
著
し
く
悪
化
す
る
。
北
朝
鮮
は
６
回

目
の
核
実
験
を
強
行
し
、
中
国
も
我
慢
の
限
界
が
試
さ
れ
る
。
厳

し
い
制
裁
に
同
意
し
、
日
米
韓
と
の
協
調
を
実
現
で
き
る
の
か
。

こ
の
難
問
へ
の
対
応
が
、
第
２
期
習
近
平
政
権
の
外
交
の
試
金
石

と
な
る
だ
ろ
う
。

◇
注
目
の
共
産
党
大
会

	

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
が
緊
迫
の
度
を
深
め
て
い
る
。

６
回
目
の
核
実
験
（
９
月
３
日
）
が
強
行
さ
れ
た
の
は
、
中
国
主

催
の
新
興
５
カ
国
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
首
脳
会
議
の
初
日
。
10
月
18

日
か
ら
の
共
産
党
大
会
を
前
に
「
大
国
外
交
」
を
演
出
し
た
い
習

近
平
国
家
主
席
（
総
書
記
）
は
メ
ン
ツ
を
つ
ぶ
さ
れ
る
形
と
な
っ

た
。
国
際
貿
易
・
金
融
や
地
球
温
暖
化
防
止
で
協
調
路
線
を
歩
み

始
め
た
よ
う
に
見
え
る
中
国
。
朝
鮮
半
島
安
定
に
向
け
て
ト
ラ
ン

プ
米
政
権
と
の
連
携
は
可
能
か
。
足
元
固
め
が
注
目
さ
れ
る
。


